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要 旨

本論文は、 日帝下時代に於ける朝鮮人高等官の形成 と、彼らの存在性を明らかにす ると

ころにその目的がある。その分析対象として高等文官試験行政課の合格者をあげる事 とす

る。

朝鮮人の高等文官試験行政課の合格者 は、1930年 に入ってから急増した。1930年 代の深

刻な就職難と民族解放運動の衰え、官僚養成に忠実な帝国大学の雰囲気 と共に、試験にパ

スするとい う事に対する出世欲求がこれを後押しした。大学を卒業 した秀才でもその能力

を発揮す るのが難しい朝鮮にあって、社会的身分を向上させる高等官僚は魅力的な職業で

あった。特に、ある程度の経済的土台 と自分自身の学歴を土台にした公正な競争一すなわ

ち各種の試験は、朝鮮の若い人材たちにとって挑戦してみるべき欲求を呼びおこさせた。

高等文官試験の合格者は、合格に到るまでの過程を通 じて強いエ リー ト意識を確立させ

た。激しい試験競争に通過した者たちだけが持ち得る自負心と同僚心は、彼らだけの結合を

より一層強いものとさせた。その上、学業 と受験の過程で習得した専門知識と常識は政策

を立案し、業務を遂行させる自信の源泉 となった。 このエリー トコースを経過する間に、

朝鮮人合格者たちは`朝 鮮人官僚'と してではなく、 自身が所属し同僚心を感じている集

団とその存在性を共有 していた。それは`○ ○高出身官僚'、`○○帝国大学出身官僚'、ま

たは`何 年度高文合格者'と い う様に、 日本人 と朝鮮人の区分をあえて必要としない内容

であった。

このような朝鮮人合格者たちが、自らが朝鮮人であることを再び思い知らされるのは、給

与を受領する時、そして辞令を受ける瞬間であった。給料と人事は不合理であったが、固

着化された制度であ り、官僚一人一人が問題を提起して解決出来る問題ではなかった。官

僚集団としてではなく、それ以外の`差 別'と い う問題として解決すべき課題であった。

66北 岳 山 人,「 總 督 府 高 等官 評 」 『三 千 里 』12-3,1940.3 ,72等

383



張 信JANGShin

彼 らは差別を感 じながら、朝鮮人であることを自覚した。しかし構造的に差別を克服し

ようとする努力はしなかった。彼らは実力の養成に成功した朝鮮人の標本であ り、総督府

が差別の口実 とした`民 度'向 上の象徴であり、朝鮮人社会の最上層であった。 もし彼ら

が、 これ らの不満を爆発させようと決断するならば、その瞬間彼 らが得た背景と`出 世の

夢'を あきらめなけれぽならなかった。
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